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■転倒予防教室を開催します……………………………2～3

■市内見て歩記……………………………………………4～7

■ふるさと探訪 ………………………………………………8

■この本だいすき ……………………………………………9

■水原郷病院 …………………………………………10～11

■地域ぐるみでゴミを減らしていこう……………………12

■はつらつ健康通信…………………………………………13

8月7日・8日に宮城県総合体育館で行われた「第47回小学生・中学生全国空手道選手

権大会」〔主催：（社）日本空手協会〕で、水原中学校3年の加藤智
ち

弘
ひろ

さん(左)が女子個人

「組手」で、同じく高木綾乃さん(右)が女子個人「形」で見事優勝。両者とも初めての全国

制覇を成し遂げました。

加藤さんは、「去年はベスト8だったので、それ以上いければいいと思っていた。優勝で

きてすごくうれしかった」と、また高木さんは、「優勝が決まったときは、頭が真っ白にな

った。練習の成果を全部出しきれて、いい出来だった。完ぺき！」と金メダルに負けな

いくらいの笑顔で喜びを語ってくれました。

おめでとう! 全国制覇
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ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま
ず

く
、
廊
下
や
階
段
で
す
べ
っ
て
転

ぶ
な
ど
、
年
齢
が
高
ま
る
に
つ
れ

て
こ
う
し
た
転
倒
事
故
が
増
え
て

き
ま
す
。
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
転

倒
は
、
骨
折
を
招
き
や
す
く
長
期

の
入
院
を
経
て
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
健
康
で
長
寿

を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
転
倒→

骨
折
」
を
防
ぐ
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。
歳
を
と
っ
て
か
ら
で
も
筋

力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力

が
増
強
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
転
ば
な
い
た

め
の
〝
体
づ
く
り
〞
と
〝
環
境
づ

く
り
〞
を
提
案
し
、
ま
た
、
普
段

か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
の
効
果
も

重
視
し
て
、
誰
も
が
で
き
る
転
倒

骨
折
予
防
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
安
田
地
区
と
京
ヶ

瀬
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
参
加
し
て
、
自
分
の
体

力
や
健
康
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
化
に
よ
る

筋
力
低
下
を
防
ぎ
、
転
倒
や
骨
折
、

寝
た
き
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

※会場は安田公民館です。ただし、3回目のみ安田保健センターとなります。

※2・4・5回目は、軽い運動ができる服装と靴の準備をお願いします。

○対象者 ………………… 阿賀野市在住の方で40歳以上。毎回参加できる方で30人程度。

○申込期限 …………… 9月10日 (金) まで。先着順で定員になり次第締め切ります。ただし、1回目の講演会は

申し込みなしでどなたでも参加できます。

－申し込み・問い合わせは次のいずれかにお願いします－

安田地域在宅介護支援センター　!68－5885 京ヶ瀬地域在宅介護支援センター　　　!67－9100

水原地域在宅介護支援センター　!62－2510 笹神はぐろの里在宅介護支援センター　!63－9871

－申し込み・問い合わせは次のいずれかにお願いします－

市役所健康推進課　　!62－2510 京ヶ瀬支所健康推進課　!67－2111

安田支所健康推進課　!68－3275 笹神支所健康推進課　　!62－4141

日　　　時

9月13日（月）

午後2時～午後3時30分

（受付：午後1時30分～）

9月15日（水）

午前9時～正午

（受付：午前8時30分～）

10月25日（月）

午前9時30分～午後1時30分

（受付：午前9時～）

11月17日（水）

午後1時30分～午後3時30分

（受付：午後1時～）

12月21日（火）

午後1時30分～午後3時30分

（受付：午後1時～）

内　　　　　容

○転倒予防講演　「骨折り損にならないために」

講師　新潟リハビリテーション病院整形外科部長　山本智章先生

○転倒予防体操

講師　新潟医療福祉大学理学療法学科　教授　黒川幸雄先生他

○健脚度チェック（10m全力歩行、最大一歩幅の測定）

○個別相談（保健師・看護師対応）

○講話「若さを保つ食事」

○調理実習

○個別相談（保健師・栄養士・看護師対応）

○楽しく体を動かす運動

○個別相談（保健師・看護師対応）

○転倒予防体操

講師　新潟医療福祉大学理学療法学科　教授　黒川幸雄先生ほか

○健脚度チェック（10m全力歩行、最大一歩幅の測定）

○個別相談（保健師・看護師対応）

1
回
目

２
回
目

３
回
目

５
回
目

４
回
目

※会場は保健福祉センター京和荘「多目的ホール」です。ただし、3回目の午後のみ笹神体育館となります。

※毎回、軽い運動ができる服装と靴の準備をお願いします。

○対象者 ………… 阿賀野市在住の方でおおむね60歳代・70歳代の男性30人程度。（昨年度までの参加者はほ

とんど女性だったため、今年度は男性に限定します）

○申込期限 …… 10月15日（金）まで。先着順で定員になり次第締め切ります。

中高年男性の筋力アップ教室（会場：保健福祉センター京和荘他）中高年男性の筋力アップ教室（会場：保健福祉センター京和荘他）

日　　　時

10月23日（土）

午前9時30分～午前11時30分

11月2日（火）

午後1時30分～午後3時30分

11月15日（月）

午前9時30分～午後2時30分

11月22日（月）

午後1時30分～午後3時30分

11月29日（月）

午後1時30分～午後3時30分

12月11日（土）

午前9時30分～午前11時30分

内　　　　　容

○健康チェック ○オリエンテーション

○講話　「筋力アップの必要性について」

講師　新潟リハビリテーション病院整形外科部長　山本智章先生

○健脚度チェック（10m全力歩行、最大一歩幅の測定等）

○健康チェック ○自主トレーニングチェック

○運動の実践 ○レクリエーション体操

○講話「骨に良い料理について」 ○調理実習と試食

○笹神体育館トレーニングルームの見学

○健康チェック ○自主トレーニングチェック

○運動の実践 ○レクリエーション体操

○健康チェック ○自主トレーニングチェック

○運動の実践 ○レクリエーション体操

○健康チェック ○オリエンテーション

○健脚度チェック（10m全力歩行、最大一歩幅の測定等）

○運動効果の評価 ○レクリエーション体操

1
回
目

２
回
目
３
回
目
４
回
目
５
回
目

６
回
目

脳血管疾患 
（脳卒中など） 
27.7％ 

転倒・骨折 
11.8％ 

関節疾患（リウマチ）10.4％ 

平成13年「国民生活基礎調査」より 

パーキンソン病 6.6％ 

心臓病 3.1％ 

脊髄損傷 2.8％ 
せきずい 

不明 1.5％ 

その他 8.1％ 

痴ほう 
10.7％ 

高齢による 
衰弱 
　16.1％ 

※適度な運動は、転倒を防ぐ効果
があるだけでなく、生活習慣病
の予防やストレス解消にも役立
ちます。ふだんの生活の中に、
転倒予防体操などを組み入れて
いきましょう。

暮らしの中でこま
めに体を動かす

歩行能力、バランス能力、筋力などが
アップし、日常生活動作の能力が高まる

自分の体力に合った
適度な運動をする

どこへでも自由に外出できる
など、生活の質が改善される

“転ばない”生活を送るには 
   軽い運動を続けるのが一番！ 

若さ発見いきいき教室（会場：安田公民館他）若さ発見いきいき教室（会場：安田公民館他）



７
月
30
日
、
京
ヶ
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

で
食
生
活
改
善
推
進
委
員
と
京
ヶ
瀬
地

区
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
ク
ラ

ブ
」
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〝
乳
幼
児
期
か
ら
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
〞
を
目
的
と
し
た

こ
の
会
に
、
親
子
12
組
（
30
人
）
と
推

進
員
10
人
が
参
加
。
初
め
に
、
簡
単
に

で
き
る
お
や
つ
の
調
理
実
習
を
行
い
、

そ
の
後
、
で
き
あ
が
っ
た
蒸
し
パ
ン
を

食
べ
な
が
ら
、
子
育
て
や
食
生
活
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
で
き
た
て
の
お
や
つ
に
大
満

足
。
「
お
い
し
い
！
」
と
大
き
な
口
を

あ
け
て
ほ
お
ば
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
も

「
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
家
で
も

作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
８
年
１
月
26
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
「
あ
か
ま

つ
荘
」
の
入
館
者
数

が
、
８
月
８
日
（
日
）

午
後
３
時
20
分
に

１
０
０
万
人
に
達
し

ま
し
た
。

１
０
０
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
新
津

市
の
加
藤
一
雄
さ

ん
。
夫
婦
で
よ
く
利

用
さ
れ
る
と
い
う
加

藤
さ
ん
は
、「
温
泉
で

も
行
っ
て
く
る
か
」

と
こ
の
日
も
奥
さ
ん

の
ア
ヤ
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
館
。
突
然
の

出
来
事
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
熊
倉

収
入
役
か
ら
認
定
証
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

る
と
、
「
１
０
０
万
人
目
に
当
た
る
と
は

光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
手
軽
に
来
れ
る

あ
か
ま
つ
荘
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
大
喜
び
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
１
０
０
万
人

達
成
日
を
予
想
す
る
募

集
に
18
人
が
応
募
。

見
事
「
８
月
８
日
」
と

予
想
し
た
川
上
洋
子
さ

ん
（
出
湯
）
と
ニ
ア
ピ

ン
賞
の
方
（
２
人
）
に
、

後
日
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

第52期新潟県アマチュア将棋名

人戦の三番勝負が、7月24日、水

原代官所で行われました。

勝負は、県名人の北村俊さん

（32歳・新潟市）が元名人の湯峯

一之さん（35歳・新津市）の挑戦

を2勝1敗で退け、9連覇。通算10

度目の名人位を獲得しました。

代官所隣の福祉会館大ホールで

は、山田久美女流三段による大盤

解説が行われ、詰め掛けた約200人

の将棋ファンは軽快な解説と名勝負

を楽しみました。

ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま
つ
り

踊
り
の
輪
で
感
動
の
和
を

手
づ
く
り
お
や
つ
お
い
し
い
ね
！

食
推
＆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
交
流
会

「
あ
か
ま
つ
荘
」

１
０
０
万
人
達
成
！

決戦の舞台は水原代官所

７
月
31
日
・
８
月
１
日
の
二
日
間
、

安
田
支
所
周
辺
の
道
路
な
ど
を
会
場
に

「
ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

旧
「
安
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
名

称
を
変
え
、
踊
り
の
祭
典
と
し
て
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
気
温
35
度
を
超
え
る

中
、
山
手
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
に
よ

る
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
の
会
場
で
は

45
団
体
約
２
千
人
が
演
舞

を
行
い
、
８
千
人
を
超
え

る
皆
さ
ん
が
来
場
。
心
躍

る
勇
壮
な
和
太
鼓
の
響
き

と
、
迫
力
あ
る
よ
さ
こ
い
踊

り
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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困
難
に
立
ち
向
か
う
精
神
力
を
高
め
、

達
成
感
・
自
立
心
・
郷
土
愛
を
深
め
よ
う

と
８
月
９
日
〜
10
日
、
笹
神
中
学
校
の
全

校
生
徒
（
２
６
０
人
）
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森
で
テ

ン
ト
泊
し
、
早
め
に
就
寝
。
翌
日
は
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
に
あ
わ
せ
、
８
つ
の
コ
ー
ス

で
五
頭
連
峰
に
挑
み
ま
し
た
。
最
も
辛
い

菱
ヶ
岳
―
五
頭
山
の
縦
走
コ
ー
ス
に
は
女

子
生
徒
を
含
め
28
人
が
挑
戦
、
麓
は
昼
前

に
警
報
が
出
る
ほ
ど
の
大
雨
が
降
り
ま
し

た
が
、
山
頂
は
曇
り
程
度
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
生
徒
た
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。「（

テ
ン
ト
は
）
暑
い
・
狭
い
・
地
面
が

堅
い
で
眠
れ
な
か
っ
た
」
と
生
徒
の
一
人

は
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
番
は
グ
ル
ー
プ

で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
な
ん
と
か
目
標
達

成
！
　
校

旗
を
手
に

三
角
点
（
９

１
２
・
５

m
）
で
写

真
を
撮
る

生
徒
た
ち

は
と
て
も

勇
ま
し
い

顔
を
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
安
田
中
学
校
で
も
記
念
す

べ
き
20
回
目
を
迎
え
る
「
サ
バ
イ
バ
ル
ウ
ォ

ー
ク
」
が
福
島
県
桧
原
湖
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１
周
42
・
１
９
５
km
の

湖
畔
を
10
時
間
以
上
か
け
て
歩
く
恒
例
行

事
。
24
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

途
中
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
バ
ス
で
移
動

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
は

再
び
歩
き
始
め
、
み
ん
な
で
ゴ
〜
ル
！

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協

力
し
て
く
れ
、
生
徒
と
と
も
に
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
彼
ら

を
ま
じ
か
で
見
て
い
ま
し
た
。

第20回若葉カップ全国小学生バド
ミントン大会が8月6日～9日、京都の
長岡京市で開催されました。
阿賀野市からも笹神地区の小学生で

編成された｢阿賀野ジュニアバドミン
トンクラブ｣が新潟県代表として出場、
男女ともにリーグ突破はなりませんで
したが、大健闘しました。
女子の主将を務めた岩野亜紀さん

（笹小6年）は｢緊張してミスもたくさ
んしたけど、いい試合ができたと思う。
全国には強い人がたくさんいて勉強に
なりました｣と感想を一言。小学校最
後の暑くて熱い夏は終わりました。

阿賀野ジュニア全国の壁を経験

笹
中
生
徒
は
五
頭
連
峰
を
、

安
中
生
徒
は
桧
原
湖
を
制
覇
！

８
月
１
日
、
安
田
高
校
体
育
館
お
よ
び
同
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
55
回
新
潟
県
消
防
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
体
育
館
で
消
防
功
労
団
体
と
個
人
に

対
す
る
表
彰
が
、
後
半
は
会
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
移
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
お
よ
び
小
型
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
各
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
精
鋭
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
阿
賀
野
市
を
代
表
し
て
小
型

ポ
ン
プ
操
法
競
技
に
出
場
し
た
水
原
第
１
分
団

第
３
部
の
皆
さ
ん
は
、
18
チ
ー
ム
中
15
位
と

健
闘
。
猛
暑
の
中
、
迅
速
か
つ
正
確
な
操
法
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、市
内
の
行
事
に
初
デ
ビ
ュ
ー

と
い
う
「
阿
賀
野
市
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

の
皆
さ
ん
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
演
奏
を
担
当
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（左より）高橋富美夫さん、
瀬崎栄輔さん、曽我眞人さん、
小熊宏昭さん、星　国彦さん

猛
暑
に
も
負
け
ず

第
55
回
県
消
防
大
会
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「
21
世
紀
に
躍
進
す
る
オ
ア
シ
ス

都
市
　
阿
賀
野
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
第
１
回
の
都
市
計
画
審
議

会
が
８
月
11
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
市
の
都
市
計
画
の

策
定
に
向
け
て
の
基
本
方
針
等
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
も
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
都
市
計
画
は
、
今
後
都
市

計
画
基
礎
調
査
事
業
や
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
定
め
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
を
順
次
進
め
、
住
民
説
明

会
や
国
、
県
と
の
協
議
を
経
て
向
こ

う
３
年
を
め

ど
に
策
定
さ

れ
ま
す
。

近
く
、
市

民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
抽

出
方
法
に
よ

り
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
昨
年
復
活
し
た
天
朝
山
で
の
盆
踊

り
。
今
年
は
「
越
後
天
領
ふ
る
さ
と
盆
踊

り
大
会
」
と
改
め
、
８
月
14
日
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た

し
な
や

か
な
手
つ

き
で
踊
る

お
母
さ
ん

お

父

さ

ん
。
赤
ち

ゃ
ん
を
抱

っ
こ
し
な

が
ら
踊
る

若
い
お
母

さ
ん
。
車

イ
ス
に
乗

り
な
が
ら

踊
る
百
一
歳

の
荒
木
新
司

さ
ん
（
中
央

町
二
）
な
ど

踊
り
手
も
多

種
多
様
。
中

央
に
設
け
ら

れ
た
ス
テ
ー

ジ
を
囲
ん
で

踊
り
の
輪
が

二
重
三
重
に
広
が
り
、
い
つ
し
か
会
場
を

埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
京
ヶ
瀬
地
区
で
も
防
犯

の
会
・
公
民
館
共
催
に
よ
り
２
カ
所
で
盆

踊
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
部
地
区

は
屋
内
運
動
場
を
会
場
に
京
ヶ
瀬
甚
句
保

存
会
の
生
演
奏
で
京
ヶ
瀬
甚
句
を
、
駒
林
・

五
郎
巻
地
区
は
駒
林
分
館
前
広
場
を
会
場

に
水
原
甚
句
を
踊
り
ま
し
た
。

水原野球場正面の外壁に描かれ

ている壁画、『夢ひらく21世紀』

の修復作業が7月下旬、水原中学

校美術部の皆さんの手で行われま

した。

部員約40人は、顧問の大堀千歌

先生・伊藤智志先生とともに半日

ずつ4日間かけて作業を実施。最

終日の7月27日は、気温30度を超

える暑さの中、汗を流しながら仕

上げ作業を行い完成しました。描

いた当時（平成11年）の色鮮やか

な壁画がよみがえりました。

星
空
と
楽
器
の
音
色
に
う
っ
と
り

や
っ
ぱ
り
お
盆
は
盆
踊
り

壁画の修復作業に汗を流す

毎
年
、
お
盆
の
こ
ろ
は
流
れ
星
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

年
で
16
回
目
を
迎
え
た
流
星
観
測
会

「
星
空
へ
の
招
待
」
が
、
８
月
11
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
（
主
催
は
吉
田
東
伍
記

念
博
物
館
お
よ
び
同
館
「
友
の
会
」）。

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
、
安
田
公

民
館
で
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
神
秘
的
な
天
体

映
像
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
弦
楽
四
重
奏

と
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
、
出
演
は
同
博
物
館

コ
ン
サ
ー
ト
で
お
な
じ
み
の
T
M
E
。

「
聞
い
て
い
て
ジ
ー
ン
と
き
た
。
ま
た

聞
き
た
い
」
と
、
参
加
し
た
約
50
人
の

皆
さ
ん
は
皆
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

第
１
回
阿
賀
野
市
都
市
計
画

審
議
会
を
開
催
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第
28
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
が
７
月
31

日
か
ら
２
日
間
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
琵
琶

湖
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
も
過
去
４
回
の
出
場
経
験
を

持
つ
『
チ
ー
ム
フ
ラ
イ
ン
グ
朱
鷺
』
（
メ

ン
バ
ー
11
人
）
が
、
３
年
の
年
月
を
費
や

し
製
作
し
た
機
体
で
滑
空
機
部
門
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
ク
ラ
ス
に
出
場
。
雨
風
・
追
い
風

の
悪
条
件
の
中
、
30
・
79
ｍ
を
飛
び
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

「
今
ま
で
は
飛
ぶ
か
ど
う
か
が
不
安
で

し
た
が
、
今
回
は
飛
ぶ
自
信
が
あ
っ
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
も
『
飛
ぶ
っ
て
い
う
気
持
ち

が
よ
く
わ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
た
し
、

無
事
着
水
を
確
認
し
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
」
と
山
崎
敏
彦
会
長
。
次
回
へ
の
目

標
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
模
様
は
８
月
28
日
、
テ
レ
ビ
で
も

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
一
緒
に
「
飛
ぶ
夢
」
を
追
い

か
け
ま
せ
ん
か
？

当時の感激を今に伝える

琵
琶
湖
に
飛
ん
だ
！

暑
い
夏
、
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

市
内
４
個
所
に
交
通
指
導
所
開
設

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環
と

し
て
、
７
月
22
日
・
23
日
・
30
日
の

三
日
間
、
市
内
の
主
要
道
路
４
個
所
に

交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

７
月
23
日
は
阿
賀
野
警
察
署
前
に
開

設
。
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
や

安
全
協
会
の
皆
さ
ん
ら
30
人
が
、
「
交

通
事
故
に
気
を
つ
け
て
」
な
ど
と
書
か

れ
た
小
学
生
の
手
紙
や
交
通
安
全
の
チ

ラ
シ
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
２
０
０
組
の
配
布
物
は

30
分
余
り
で
な
く
な
り
、
交
通
量
の
多

さ
を
物
語
り
ま
し
た
。

伝
わ
っ
た
！
　

中
学
生
の
新
鮮
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

8人の発表者。中央2人が阿賀野市代表と
なった渡辺さん(右)と信田さん(左)

村杉温泉の開湯お湯くみ祭りが8
月15日夜、行われました。
村杉温泉の起源は1300年代前半の
足利時代、名護屋尾張の守の家臣で
ある荒木正高が霊泉を発見したこと
で伝えられており、当時の情景を今
によみがえらせ、温泉に感謝すると
いったお祭りです。
祭りは寸劇を交えての｢提灯行列｣
や発見した｢霊泉｣を各家に配ったり
する幻想的なもので、観覧に来てい
た地元住民や帰省客・五頭温泉郷宿
泊者は珍しそうにお祭りを見ていま
した。
他に｢鯛釣神楽｣｢おみこくまき｣、
最後は盆踊りで締めくくられ、太鼓
と観衆の笑い声がいつまでも辺り一
帯に響いていました。

７
月
30
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
第

１
回
わ
た
し
の
主
張

’04
阿
賀
野
市
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
４
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
８
人

の
主
張
発
表
者
は
持
ち
時
間
６
分
の
中

で
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
通
し
、
感
じ
る

こ
と
を
緊
張
し
な
が
ら
も
力
強
く
、

堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
水
原
中
学
校

３
年
の
信し

ん

田た

愛ま
な

美み

さ
ん
『
こ
れ
か
ら
の

自
然
環
境
の
た
め
に
』
と
笹
神
中
学
校

３
年
の
渡わ

た

辺な
べ

直な
お

美み

さ
ん
『
自
立
し
た
人

間
を
め
ざ
し
て
』
。
２
人
は
８
月
20
日

に
行
わ
れ
た
三
市
北
蒲
地
区
大
会
に
阿

賀
野
市
代
表
と
し
て
出
場
し
、
こ
こ
で

も
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
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8

村
、
赤
坂
村
と
同
じ
く
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
四
月
一
日
で
す
。
こ

れ
は
新
潟
県
の
市
町
村
制
施
行
に
よ
る

も
の
で
、
県
内
の
町
村
数
は
四
、三
六
〇

か
ら
八
一
五
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
三
つ
の
村
の
合
併
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
安
田
村

保
田
町
村
、
新
保
村
、
沢
田
新
村

新
田
、
福
永
新
村
、
丸
山
新
村
新
田
、

籠
田
村
、
羽
多
屋
新
村

◇
赤
坂
村

久
保
村
、
六
野
瀬
村
、
草
水
村
、

渡
場
村

◇
小
浮
村

小
浮
村
、
野
田
新
田
、
島
瀬
新
田
、

千せ
ん

唐と
う

仁じ

村
、
布ぬ

の

目め

烏
か
ら
す

嶋じ
ま

村

赤
坂
村
の
名
称
は
、
六
野
瀬
村
、

草
水
村
、渡
場
村
の
共
有
林
（
入
会
山
）

で
あ
っ
た
赤
坂
山
に
ち
な
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
赤
坂
は
も
と
も
と
赤
い

土
の
坂
、
つ
ま
り
峠
を
意
味
す
る
地
名

で
、
現
在
も
六
野
瀬
の
赤
坂
地
区
で
は
、

ゆ
る
や
か
な
坂
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

よ
く
「
保
田
町
村
」
は
保
田
村
の

間
違
い
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
四
月

に
そ
れ
ま
で
の
保
田
町
を
保
田
町
村
に

改
称
し
て
い
ま
す
。
少
し
や
や
こ
し
く

な
り
ま
す
の
で
、
順
を
追
っ
て
記
述
す

る
と
、
安
田
村
↓
安
田
町
↓
保
田
町
↓

保
田
町
村
↓
安
田
村
↓
安
田
町
↓
（
阿

賀
野
市
）
と
い
う
順
序
で
す
。

安
田
地
区
の
歴
史

本
年
四
月
一
日
、
安
田
町
、
京
ヶ

瀬
村
、
水
原
町
、
笹
神
村
が
合
併
し
、

阿
賀
野
市
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
安
田

地
区
の
歴
史
を
、
合
併
を
中
心
に
現
代

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
返
っ
て
み
ま

す
。旧

安
田
町
は
、昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）

年
四
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
ま
し
た

が
、
同
年
一
〇
月
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
世
帯
数
二
、
〇
七
五
世
帯
、
人
口

は
一
一
、四
七
八
人
で
し
た
。
（
本
年
三

月
末
日
現
在
の
、
安
田
町
と
し
て
最
後

の
人
口
は
一
〇
、四
一
九
人
）

町
制
施
行
直
前
に
は
、
昭
和
三
一

年
に
東
蒲
原
郡
三
川
村
の
一
部
「
小
松
」

を
編
入
、
同
昭
和
三
二
年
に
大
字
渡
場

の
一
部
「
荻
ノ
島
」
を
五
泉
市
に
分
離
、

同
三
三
年
に
水
原
町
大
字
寺
社
の
一
部

を
編
入
し
て
い
ま
す
。

安
田
村
の
大
規
模
な
合
併
は
、
明

治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
一
一
月
に
安

田
村
、
赤
坂
村
、
大
和
村
の
合
併
で
す
。

大
和
村
と
い
う
名
称
は
、
明
治

二
四
（
一
八
九
一
）
年
六
月
五
日
、
そ

れ
ま
で
の
小こ

浮う
け

村
を
改
称
し
た
も
の

で
、
「
大
和
」
の
由
来
は
、
小
浮
村
が

成
立
し
た
と
き
に
貢
献
し
た
漆

う
る
し

山や
ま

大た
い

愚ぐ
う

（
保
田
）
の
屋
号
「
大
和
屋
」
に
あ
や

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
小
浮
村
の
成
立
は
、
安
田

安
田
村
か
ら
安
田
町

に
な
っ
た
年
号
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、
貞
享

元
（
一
六
八
四
）
年
の
検

地
帳
に
は
「
安
田
町
検
地

帳
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
安
田
町
か
ら
保

田
町
へ
と
「
安
」
を
「
保
」

に
改
め
た
の
は
貞
享
二

(

一
六
八
五)

年
の
こ
と

で
す
。

こ
の
と
き
の
こ
と
を
、
後
に
吉
田

東
伍
は
著
書
の
大
日
本
地
名
辞
書
の
中

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

ー
此
町
昔
火
災
あ
り
し
に
、
安
田

の
反は

ん

切せ
つ

は
煙え

ん

な
れ
ば
、
其
安
字
を
忌
む

べ
し
と
て
改
更
し
た
り
ー

分
か
り
や
す
く
い
う
と
、
昔
か
ら

安
田
で
は
通
称
「
ダ
シ
の
風
」
の
影
響

で
た
び
た
び
大
火
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
反
切
法
（
中
国
の
音
韻
表
記
法
）

に
よ
れ
ば
「
安
田
」
と
い
う
字
が
「
煙
」

に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を

嫌
っ
て
「
安
」
を
「
保
」
に
改
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
火
災
に
よ
る
延
焼
を
防
御
す

る
た
め
に
、
『
火
除
土
手
』
が
築
か
れ

た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
こ
れ
は
市
指
定

文
化
財
と
し
て
、
市
内
三
カ
所
に
現
存

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

が
、
鎌
倉
幕
府
が
創
設
さ
れ
る
と
、
幕

府
の
命
に
よ
り
関
東
御
家
人
伊
豆
の
大

見
氏
が
地
頭
職
と
し
て
着
任
し
、
地
名

の
「
安
田
」
氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。
こ

の
「
安
田
」
の
由
来
は
、
湿
地
や
雑
木

林
の
多
い
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
「
野
州

田
」
が
訛な

ま

っ
た
も
の
と
考
え
ら
ま
す
。

こ
の
地
域
は
白
河
荘
と
称
す
る
摂

関
家
領
の
一
部
で
し
た
が
、
現
存
す
る

資
料
に
よ
る
と
、
養
和
元
（
一
一
八
一
）

年
に
城
四
郎
長
茂
が
荘
官
と
し
て
領
地

し
て
い
た
記
録
が
あ
り
、
「
白
川
御み

館た
ち

」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
御
館
が

安
田
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
在
、
国
道
四
九
号
安
田

バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
大
坪
遺
跡
調
査

（
寺
社
地
内
）
で
、
白
河
荘
時
代
の
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
、
「
白
川
御
館
」
が
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
が
、
発
見
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
田
地
区
の
歴
史

火除土手（安田仲町地内）
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図書館情報

『新着図書』の目録は、各図書館に備え付けてあり
ます。ご自由にご覧ください。

図書館では、毎月「おはなし会」を開催していま

す。絵本の紹介、絵本読み聞かせ、ストーリー・テ

リング（素話）、楽しい手遊びの会です。大人も子ど

もも皆で楽しいひとときを過ごしましょう。

●おはなしのじかん
☆ と　き 毎週土曜日（第４土曜を除く）

午後２時～

☆ ところ 市立図書館（曽郷!67－2500）
☆ 対　象 幼児から

●おはなしこんにちは
☆ と　き ９月９日(木)  午前10時30分～

☆ ところ 水原公民館・2階『日本間』

(山口町一 !62－2028）
☆ 対　象 幼児・保護者

ドロシー・バトラー／作 百々佑利子／訳

「理想的な子ども時代を過ごさせる手だ
てはなんでしょうか？　たっぷり愛情を
そそぎ､十分に支え、おもいっきり遊ばせ、
たくさん本を読んでやることです！」
子どもの人生を豊かにする本の力を実証

し語り続けてきた『クシュラの奇跡』の
作者が、日本の母親たちに贈るエッセイ集。
子どもにもっとも大切なことについて､

女性､特に母親の生き方について語ります。惑うことの多い現代
の生活で、子育ての指針を求める母親たちへの励ましのメッセー
ジです。（この本は水原図書館にあります）

上橋　菜穂子／作　

環境破壊で地球に住めなくなった人類
は、さまざまな星へ移住した。少年ヤマ
ノシンの住むナイラ星も、人類が移り住
んでから二百年を迎えようとしていた。
ある日突然、シンの従妹リシアが滅びた
と伝えられるナイラ星の民「ロシュナー
ル」（時の夢み師）の力に目覚める…。
『精霊の守り人』等「守り人シリーズ」の
原点となった作者のデビュー作。読みた

いと思っても手に入らなかった本が15年の時を経て､装いもあ
らたに出版されました。ご一読ください。（この本は水原図書館
にあります）

川口則弘／編著(メディアファクトリー)
直木賞の受賞作と言えど、書店で買え

るのは長くて数年。1945年前後の受賞作
の中には、単行本化されていないものさえ
ある。著者の人気サイト「直木賞のすべ
て」で「入手困難－それでも読みたい受
賞作は？」のアンケートを実施したとこ
ろ、二千件もの回答が集まった！　本書
は、アンケートの上位の中から短・中編9

作品を収録。海音寺潮五郎、木村荘十などの“まぼろし”の名
作をどうぞご堪能ください。（この本は市立図書館にあります）

『子ども・本・家族』 

『精霊の木』 

7月27日～8月4日の間の6日間、水原公民館を会場に世界で一つだけ
のオリジナル絵本作りが行われました。16冊のそれぞれ自分だけの『絵
本』が出来上がり､楽しい発表会も行いました。

参加者の声

＊学校で作った絵本は紙にのりを貼るだけだったのですが、このセミナー
では布で厚いボール紙の表紙だったのでうれしかった。とても楽しくて、

また参加したいです。（Ｍ・Ｈ）

＊表紙づくりは、とてもたいへんでした。でも､友だちが出来て大変だっ
たことも楽しくなりました。絵本づくりセミナーに参加して、とても良

かったです。（Ｈ・Ｓ）

図書館情報

市立図書館(曽郷) 水原図書館
館内利用者数 ７,６２７人 １,７３５人
館外貸出者数 ２,２６９人 ９３２人
館外貸出冊数 ７,６９３冊 ３,１３１冊
開　館　日 ２５日 ２４日

笹神図書館 安田図書館
館内利用者数 １０３人
館外貸出者数 ２４５人 ８３人
館外貸出冊数 ３９０冊 ２３７冊
開　館　日 ３１日 ３１日

7月の図書館利用状況

『消えた受賞作　直木賞編』 

－こんな楽しいこともやっています－

夏休み絵本づくりセミナー
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【質問】最近目が疲れやすく、重かったり、痛かったりすることがあります。以前は秋から冬にかけての季
節の変わり目に症状が強かったのですが、この夏はクーラーのきいた部屋や車の運転時に強いよう
です。よく耳にするドライアイと関係あるのでしょうか？　　　　　　　　　　（44歳　女性）

新任医紹介 小児科医師　三井直弥
はじめまして。
7月より水原郷病院で働くこ

とになりました小児科の三井
直弥です。
出身は山形県の鶴岡で、6月

までは栃木の獨協医科大学に
勤務していました。なるべく
早く阿賀野市に慣れたいと思
っています。

体は大きいですが、怖くはないので安心してく
ださい。よろしくお願いします。

【回答】
涙は眼球の表面の粘

膜（黒目：角膜、白
目：結膜）全体を覆い、
潤しています。外から
の異物などが目の中に
入り込もうとする場合
に、目にとって良いも
のは通して、悪いもの
や不都合なものは通さ
ないという関所（バリ

ア）の機能を昼夜分かず果たしています。
しかし、涙の量が減ったり、涙の成分が変わっ
たりしたら、このような関所の役割が果たせなく
なり、黒目や白目が乾いて簡単に傷がついたり、
ゴミがいつまでも張りついていたんだり、かすん
だりして目にとって大変不都合な事態になってし
まいます。これが最近注目されてきたドライアイ
（乾き目）です。
単に眼球を覆う涙の量が減ってくる状態では、

通常ならば、涙の量を増やしてこの事態を自然に
解決しています。
しかし、ドライアイでは涙の量が少ない（涙液

の分泌の低下）、涙が乾きやすい（涙液の蒸発が
多い）ことが影響して、さらに目の表面が乾いた
状態になってしまいます。また、瞬

まばた

きが少なかっ
たり、不完全だったりすることも関係します。普
通は無意識で3秒に1回ぐらい瞬きをしています
が、読書の時は6秒に1回ぐらいと一生懸命みつ
めようとしている時は瞬きの回数がだんだん減っ
てきます。すなわち目が乾きやすくなるわけです。

そして、瞬きの瞬間にしっかりとまぶたを閉じ
ていない人がいます。そのため瞬きをしても目の
表面の下の方はいつも潤っていないことになりま
す。睡眠中に薄目を開けている人やコンタクトレ
ンズをしている人に多いようです。
コンタクトレンズは水をはじくために、目が乾
燥したり、黒目を鈍感にしたり、瞬きが不完全に
なり涙の量が低下します。また、レンズの汚れや
傷が3層有る涙の膜を不完全にしたり、結膜のム
チンと呼ばれる物質の量を減らしたりすることが
あります。
以上のような環境に自分がないかよく検討して
みてください。
さらに、中年の女性に多く表れるもので、目だ
けでなく口、鼻などの他の粘膜が乾燥して、炎症
をおこしたりしてものすごい痛みを訴えます。内
科的病気の一症状として起こったドライアイです。
また、最近増えているアレルギー性結膜炎、花
粉症なども結膜ムチンの量を減らすため二次的に
ドライアイを起こしています。

こんな症状はありませんか？
①目が疲れやすい ②目が乾いた感じがする。
③しょぼしょぼする。④目がゴロゴロする。
⑤目が重い。 ⑥目が痛い。
⑦目になんとなく不快感がある。
⑧目やにが出る。 ⑨目が赤い。
⑩まぶしい。 ⑪目がかゆい。
⑫ものがかすんで見える。
⑬涙が出る。

5つ以上の人はドライアイ？！

一日看護体験 （8月6日）
水原高校、西新発田高校、新発田南高校の生徒

7名が参加して、一日看護体験が行われました。

眼科部長

今井　晃

健 康 Q & A 乾き目（ドライアイ） 乾き目（ドライアイ） 
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《理　　念》 
　私たちは、地域住民のいのちを守り、人と人とのふれあいを大切にし、 

皆様から親しまれ、信頼され、安心される病院を目指します。 

《基本方針》 
私たちは、患者様の権利を尊重し、患者様中心の医療サービスに努めます。 

私たちは、地域の住民の健康増進、福祉の向上に努めます。 

私たちは、行政と連携し、在宅介護サービスに努めます。 

私たちは、医療技術と知識の向上に努めます。 

私たちは、効率的な経営基盤の確立に努めます。 

阿賀野市民の健康を支えます 阿賀野市民の健康を支えます 阿賀野市民の健康を支えます 

一口に薬といっても、様々な種類があり、使用
される分野も異なります。また、「薬事法」では
医療品の他に、医薬部外品および化粧品について
定めています。特定保健用食品、栄養機能食品、
保健機能食品、すなわち必要な栄養素を補うこと
を目的とした製品にも一定の効果、または機能の
表示が決められていますが、これらは薬ではあり
ません。
「薬事法」とは

医薬品、医薬部外品、化粧品および医療用具
の品質や有効性、安全性の確保のために必要な
規制を行うと共に、保健衛生上の向上を図るこ
とを目的に、国が定める法律です。
■医薬品

主として人の身体に作用させて、疾病の診
断・治療・予防を目的として用いられる製品で
す。医薬品であるには、厚生労働省による審査
（薬の効果、安全性、副作用、使用量、製造法
など）を受け承認されなければなりません。医
薬品はさらに使用目的によって、医療用、一般
用（OTC）、製剤原料の3つに分類されます。
《医療用医薬品》
医師の処方せんもしくは指示により使用され
ることを目的に供給される医薬品
《一般用医薬品（OTC）》
一般の人が自己診断によって保健薬や作用

緩和な治療薬（かぜ薬、胃腸薬、外用薬など）
で薬局・薬店などで販売されている医薬品

《製剤原料》
他の医薬品の製造に用いることを目的に、原
料として供給される医薬品
一般用医薬品にはスイッチOTCといって医

療用薬品と有効成分が同一なもので、処方せん
無しに薬局で購入できる薬もあります。
■医薬部外品
（1）吐き気その他の不快感または口臭もしくは

体臭の防止
（2）あせも、ただれ等の防止
（3）脱毛の防止、育毛または除毛
（4）人または動物の保健のためにネズミ、ハエ、

蚊、ノミ等の駆除または防止を目的とした
製品

いまや薬は私たちの生活と密接に関わっていま
す。しかし、薬にはまだ未知なる部分があり、ま
た、個人差もあります。
薬を安全に有効利用するためにも、使用上の注
意を必ず読んで、用法・用量を守りましょう。

そして異常を認めた場合は、
医師または薬剤師に相談してく
ださい。

水原郷病院　薬剤科

薬剤師　栗原　敬子

健 康 ア ド バ イ ス  薬について、あなたは 　　　　　どのくらい知っていますか？ 
薬について、あなたは 
　　　　　どのくらい知っていますか？ 
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４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
家
庭
か
ら
出

た
燃
え
る
ゴ
ミ
の
量
を
み
て
み
る
と
、

２
、
３
０
８
ト
ン
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

４
ト
ン
（
マ
イ
ナ
ス
0.2
％
）
の
横
ば

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
事
業
所
か
ら
出
た
燃
え
る
ゴ

ミ
の
量
は
80
ト
ン
（
2.1
％
）
と
増
え

て
お
り
、
総
体
で
差
し
引
き
76
ト
ン

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
資
源
ゴ
ミ

（
古
紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
紙
製

品
・
缶
・
ビ
ン
な
ど
）
に
つ
い
て
は

月
に
よ
っ
て
増
え
た
り
減
っ
た
り
し
て

横
ば
い
で
す
。

事
業
系
ゴ
ミ
は
、
ご
く
一
部
の
企
業

を
除
い
て
減
量
化
の
取
り
組
み
が
不
足

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
業

所
の
努
力
と
工
夫
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
家
庭
ゴ
ミ
に
増
加

が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
好
ま
し
い
状
況

は
な
ん
と
か
継
続
し
た
い
も
の
で
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
ゴ
ミ
に
対

す
る
意
識
を
も
っ
と
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
の
具
体
例

を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
面
倒
い

た
だ
い
て
い
る
ゴ
ミ
の
分
別
は
決
し
て

無
駄
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

８
月
１
日
、
安
田
地
区
の
国
道
49

号
沿
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
富ふ

栄え
い

人じ
ん

」
は
第
１
回
阿
賀
野
市
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

気
温
34
度
の
酷
暑
の
中
、
36
名
が

参
加
。
安
田
の
ス
ー
パ
ー
『
ウ
イ
ン

デ
ィ
』
を
起
点
に
水
原
方
面
へ
と
空

き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
、
拾
い
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
が
想

像
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
に
ビ
ッ
ク

リ
！
　
そ
う
言
い
な
が
ら
も
「
キ
レ

イ
に
す
る
っ
て
気
持
ち
い
い
よ
ね
」

と
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
最
後
は
一
人

ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
問
題
。

あ
な
た
の
家
先
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
た
ら
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
心
の

ゆ
と
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ず
っ
と
き
れ
い
な
阿
賀
野
市

ふ

る

さ

と

で

あ
っ
て
欲
し
い
か
ら

ず
っ
と
き
れ
い
な
阿
賀
野
市

ふ

る

さ

と

で

あ
っ
て
欲
し
い
か
ら

阿
賀
野
市
の
ゴ
ミ
事
情

（
水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区
）

ま
　 

ち 

地
域
ぐ
る
み
で 

　
　
　
　
　

ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
こ
う 

分
別
は

大
事
な
資
源
の
誕
生
日

分
別
は

大
事
な
資
源
の
誕
生
日

わからないことは
みんなで

解決
山崎集落は環境センターのセンター

長と市役所の環境担当職員を講師にゴ

ミの出前出張懇談会を開催。

ゴミ出しを担当する一家の代表が集

まる中、分別先がわからなかったゴミ

のこと、一生懸命取り組んでいるリサ

イクルは本当にされているのかなど、

ざっくばらんに質疑応答がなされ、み

んなでゴミに対する認識を深めました。

　
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民
の
皆

様
よ
り
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
、
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
は
地
球
環
境
の
未
来

を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
が
推
進
・
定
着
し
て
き
て
い
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
し

っ
か
り
と
分
別
方
法
を
理
解
し
、
納
得
し
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

1年分の 
古新聞 

（約70kg） 

牛乳パック 
30枚 

（約1kg） 

アルミ缶 
1個 

太さ14cm、高
さ8mの木1.5
本分を切らず
に済みます 

トイレット
ペーパー5
個が出来ま
す 

4 0W電球の
12時間分の
電気を節約で
きます 
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笹
神
地
区
で
は
平
成
３
年
か
ら
働
き
盛

り
の
脳
卒
中
予
防
を
柱
と
し
て
、
総
合
健

診
、
40
代
訪
問
、
健
康
座
談
会
と
健
康
づ

く
り
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
40
代
男
性
の
生
活
調
査
」

を
明
倫
地
区
で
実
施
し
、
そ
の
ま
と
め
を

各
集
落
で
報
告
し
ま
し
た
。

40
代
男
性
83
人
の
訪
問
か
ら

（
１
）

労
働
状
況

農
業
に
従
事
す
る
人
は
44
・
６
％
。
８

年
前
（
59
・
３
％
）
よ
り
少
な
く
な
り
、

若
い
世
代
の
農
業
離
れ
が
進
ん
で
い
ま

す
。職

業
で
は
、
建
築
・
土
木
・
設
備
関
係

が
一
番
多
く
28
・
９
％
。
工
員
、
運
輸
業

を
合
わ
せ
る
と
55
・
４
％
が
現
場
で
の
肉

体
労
働
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
不
規
則
・

交
替
制
勤
務
の
人
が
16
・
９
％
で
し
た
。

派
遣
社
員
、
契
約
社
員
等
の
雇
用
の
話
も

聞
か
れ
、
社
会
保
障
の
な
い
労
働
形
態
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
妻
の
７
割
が
就
業
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の

う
ち
２
割
が

不
規
則
・
交

替
制
勤
務
で

す
。
ま
た
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
が
３
割
を

占
め
て
い
ま

す
。

（
２
）

生
活
リ
ズ
ム
・
食
傾
向

帰
宅
が
夜
８
時
過
ぎ
の
人
が
18
・
１
％

で
８
年
前
の
２
倍
に
増
え
、
労
働
の
厳
し

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
朝
食
抜
き
と
食
べ

な
が
ら
出
か
け
る
人
が
15
・
６
％
。
１
日
に

１
回
は
家
族
と
食
事
を
と
れ
る
人
は
67
・

５
％
で
、
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
と
れ
な

い
人
は
他
地
区
に
比
べ
て
少
な
い
で
す
。

「
肉
類
や
脂
っ
こ
い
物
が
大
好
き
」

「
ス
ー
パ
ー
の
揚
げ
物
や
ほ
か
弁
を
買
っ

て
く
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」
等
の
声
が

聞
か
れ
、
野
菜
料
理
の
摂
り
方
は
少
な
い

で
す
。
忙
し
い
生
活
の
中
で
食
事
支
度
に

か
け
る
時
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

複
合
世
帯
が
６
割
と
多
く
、
親
世
代
が
作

っ
た
野
菜
の
煮
物
や
煮
豆
も
食
卓
に
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
族
の
誰
か
が
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
生
活
を
考
え
る
こ
と
で
、
家

族
の
健
康
度
は
違
っ
て
き
ま
す
。

（
３
）

飲
酒
・
タ
バ
コ

酒
を
毎
日
飲
む
人
は
62
・
７
％
、
８
年

前
よ
り
15
％
減
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
飲
む

人
の
う
ち
、
２
合
以
上
は
44
・
２
％
、
３

合
以
上
は
11
・
５
％
。
３
合
以
上
の
人
は

６
％
減
り
ま
し
た
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は

62
・
７
％
で
し
た
。

（
４
）

健
診
受
診
と
か
ら
だ

職
場
検
診
が
７
割
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
半
分
以
上
が
ガ
ン
検
診
の
な
い

簡
単
な
内
容
で
す
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
が
15
・
６
％
で
し

た
。
労
働
条
件
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
充
実
し
た
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
が
多
く
、
働
き
盛
り
の
体
が
心

配
で
す
。
健

診

結

果

で

は
、
高
脂
血

症
、
肥
満
、

肝
機
能
障
害

が
多
か
っ
た

で
す
。

体
に
何
ら

か
の
不
調
が

あ
る
人
が
51
・
８
％
。
足
腰
の
痛
み
、
胃

腸
の
症
状
、
生
活
習
慣
病
で
の
服
薬
等
が

多
い
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
の
訴
え

も
目
立
ち
ま
す
。
家
族
が
過
労
死
を
心
配

す
る
声
も
き
か
れ
ま
し
た
。

夜
間
健
康
座
談
会

６
月
16
〜
28
日
、
明
倫
地
区
８
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
は
旧
笹
神

村
で
20
年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん
、
健
康

推
進
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
大
勢
の

参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
述
べ
１
６

４
名
の
方
が
参
加
し
、
熱
心
に
保
健
師
の

報
告
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

「
健
康
情
報
は
様
々
な
と
こ
ろ
で
得
ら

れ
る
時
代
だ
が
、
自
分
が
問
題
と
思
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
改
善
は
で
き
な

い
」
「
酒
や
タ
バ
コ
の
話
は
自
分
の
生
活

そ
の
も
の
」
「
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
よ
く
食

べ
る
。
若
い
者
は
油
料
理
が
多
い
」
等
自

分
の
生
活
と
比
較
す
る
声
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
５
会
場
で
水
原
郷
病
院

脳
神
経
外
科
部
長
の
本
田
吉
穂
医
師
よ
り

『
働
き
盛
り
の
脳
卒
中
予
防
』
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
の
脳
血
管
の
映
像
や
、
血
圧
管
理
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
脳
卒
中
の
予
防
に
つ
な

が
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
「
父
親
が
脳
梗
塞
、
自
分
も
軽
症

高
血
圧
で
治
療
中
、
血
圧
の
服
薬
管
理
の

大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
」
等
の
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
に
は
、
年
々
男
性
の
参
加

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
る
自
治
会
長
さ

ん
は
「
阿
賀

野
市
に
な
っ

て
も
身
近
に

集
落
に
出
向

い

て

も

ら

い
、
こ
う
い

う
健
康
づ
く

り
の
活
動
が

続
け
ら
れ
る

こ
と
を
喜
ん

で
い
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
働

き
盛
り
の
健

康
管
理
の
大

切
さ
を
確
認

で
き
た
座
談

会
で
し
た
。

働
き
盛
り
の
く
ら
し
と
健
康

働
き
盛
り
の
く
ら
し
と
健
康

職　　業

健診受診場所

本田　吉穂 医師

建築・土 
木・設備 
28.9％ 

工員 
10.8％ 

運輸 
10.8％ 

営業・販売・営業・販売・ 
サービスサービス 
9.69.6％ 

営業・販売・ 
サービス 
9.6％ 

事務 
14.5％ 

管理職 
5.0％ 

その他 
9.6％ 

農業 
4.8％ 

村の健診・ 
ドック 
13.2％ 

営業・販売・ 
サービス 
9.6％ 

職場検診 
69.8％ 

未受診 
10.8％ 

不明 4.8％ 
病院 
1.2％ 

村の健診・村の健診・ 
ドックドック 
13.213.2％ 

村の健診・ 
ドック 
13.2％ 
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●
８
月
号
の
、
笹
神
中
学
校
の
「
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
」
が
い
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
私
も
大
き
く
な
っ
た

ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

（
９
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
８
月
号
は
「
天
長
山
」
が
「
天
朝

山
」
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て

い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
主
人
は
子
ど

も
の
頃
か
ら
「
天
朝
山
！
」
と
一
歩

も
譲
ら
ず
、
私
は
私
で
「
だ
っ
て
瓢

湖
の
近
く
の
看
板
に
は
『
天
長
山
』

っ
て
書
い
て
あ
っ
た
も
ん
！
」
と
も

め
て
い
た
の
で
、
こ
の
た
び
決
着
が

つ
き
、
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
地
区
別
に
い
ろ
い
ろ
な
人
や
場
所

な
ど
を
紹
介
し
て
欲
し
い
。

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
私
は
あ
ま
り
漢
字
が
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
広
報
に
は
た
く
さ
ん
の

漢
字
が
使
っ
て
い
て
読
め
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
ひ
ら
が
な
を
つ
け

て
欲
し
い
で
す
。
あ
と
、
子
ど
も
の

読
め
る
記
事
や
た
の
し
く
読
め
る
記

事
も
書
い
て
欲
し
い
で
す
。

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ま
ち
が
え
探
し
が
楽
し
い
。

（
８
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ふ
る
さ
と
探
訪
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
他
市
か
ら
阿
賀
野
市
に
通
勤
し
て

い
ま
す
。
広
報
「
あ
が
の
」
は
、
読

み
ご
た
え
が
あ
り
、
毎
月
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
や

「
私
の
住
む
地
域
」
は
阿
賀
野
市
が
知

る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま

す
。

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
表
紙
の
立
田
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
し

た
姿
に
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
よ
り
も
ず
っ
と
先
輩
が
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
拝
見
し
て
背
筋
が
の
び
る

思
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
先

輩
方
の
姿
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
図
書
館
情
報
で
笹
神
図
書
館
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
阿
賀
野
市

に
な
っ
た
こ
と
だ
し
、
今
度
利
用
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
新
聞
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
広

報
「
あ
が
の
」
が
教
え
て
く
れ
て
為

に
な
り
ま
す
。

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
営
バ
ス
の
こ
と
が
載
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
時
々

載
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
ま
だ
一
度

も
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、

市
営
バ
ス
に
乗
っ
て
も
う
少
し
市
内

を
知
り
た
い
で
す
。
（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
表
紙
の
立
田
さ
ん
の
表
情
が
と
て

も
素
敵
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
笑
顔

で
い
た
い
も
の
で
す
。（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ど
こ
へ
行
く
に
も
自
家
用
車
で
動

い
て
い
る
た
め
、
市
営
バ
ス
の
こ
と

な
ど
気
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
市
営
バ
ス
が
ゆ
く
」
を
読

ん
で
、
一
度
ゆ
っ
く
り
市
め
ぐ
り
を

し
た
く
な
り
ま
し
た
。（

50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
営
バ
ス
が
通
っ
て
い
る
の
は
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
バ

ス
が
通
っ
て
な
く
、
家
族
の
送
迎
で

学
校
や
病
院
に
行
っ
て
い
る
集
落
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
ま
ん
べ
ん
な

く
走
っ
て
欲
し
い
で
す
。

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
「
市
内
見
て
歩
記
」
が
よ
か
っ
た

で
す
。
阿
賀
野
市
で
は
こ
ん
な
こ
と

が
あ
る
ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
８
月
に
結
婚
し
ま
し
た
！

結
婚
後

も
市
民
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
特
に
青
春
コ
ー
ナ
ー

が
好
き
で
す
。
毎
月
広
報
が
届
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
営
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
が
あ

ん
な
に
い
っ
ぱ
い
い
る
な
ん
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
市
営
バ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
知
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
広
報
ク
イ
ズ
は
夢
中
に
な
り
ま
す
。

特
に
写
真
ク
イ
ズ
は
ハ
マ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
月
号
も
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
我
が
家
で
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
院

に
行
く
の
に
よ
く
市
営
バ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
が

「
バ
ス
が
来
な
い
！
」
と
う
こ
と
で
す
。

決
め
ら
れ
た
場
所
で
待
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
足
腰
の
悪
い
老
人
に
は
待
っ
て

い
る
時
間
が
長
く
感
じ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
の
提
案
で
す
が
、
バ
ス
が
停

留
所
近
く
に
き
た
ら
音
楽
を
流
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
気
分
的
に
癒
さ
れ
、

幅
広
い
年
齢
層
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
統
一

し
た
バ
ス
の
色
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
ご
感
想
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
淋

し
い
こ
と
に
上
の
イ
ラ
ス
ト
が
毎
回
少
な

い
ん
で
す
よ
。
絵
を
か
く
の
が
好
き
な
方
、

み
ん
な
に
見
て
欲
し
い
方
、
ど
し
ど
し
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
ー
す
。

皆さんからのご意見・
ご感想をお待ちしてい
ます。

『男女共同参画

社会』って？

「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
と

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
、
個
人
の
生
き
方
も
比
較
的
自

由
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、

「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
意
外
に
少
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会

的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た
性
差
）」

と
い
う
言
葉
が
ち
ょ
っ
と
し
た
問

題
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
男
の
子
は
青
、
女
の

子
は
ピ
ン
ク
。
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
。
男
は
強
く
、
た
く
ま
し
く
、

女
は
優
し
く
、
控
え
め
に
、
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
自
分

で
も
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
「
男

は
、
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
・
・
」

と
決
め
つ
け
て
し
ま
い
が
ち
で
、

本
人
の
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力

の
発
揮
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
の
で
す
。

こ
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
と
ら

わ
れ
ず
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

が
、
男
女
の
差
を
認
め
ず
中
性
化

す
る
も
の
で
あ
る
、
ま
た
日
本
の

伝
統
・
文
化
ま
で
も
否
定
す
る
も

の
な
の
で
は
？
　
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
と
い
う
の
は
、
そ

の
時
代
や
社
会
の
状
況
に
よ
っ
て

変
化
し
ま
す
。

北見　航平さん P.N 流れ星さん
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現在、フルブライト交換留学生として渡米中
の佐藤さん。出発目前の7月6日、その意気込み
と心境をインタビューしました。

Q そもそも『フルブライト交換留学生』とは？
昔、アメリカの上院議員で『フルブライト』

という人がいました。その人は相互理解のため
には人物交流が一番大切だと説き、世界のあら
ゆる人々があらゆる分野で交流できる奨学金制
度を設立したんです。今年で52年目、世界の
140ヵ国250万人の人たちがこの制度を利用し
て知識と交流を深めています。

Q 佐藤さんはどういった分野を勉強するのですか？

英語の言語（特に動詞）についてです。外国
人と英語で話すときに生じる微妙な意味の違い
を少しでも埋めるため、本場のアメリカで勉強
してきます。

Q 英語に興味を持ったきっかけは？

小学3年の時、近くでホームステイしていた
オーストラリア人が、小学生を集めて基本的な
英語を教えてくれたんです。楽しかったぁ。教
わったばかりの英語が通じた時は嬉しかったで
すね。それからです。英語が好きになったのは。

Q 帰国後は？

まだ学生なので、まずは卒業して、それから
地元に戻り、小中学生に英語を教えたいです。
日本からみた外国はどんなものか？　外国から
みた日本はどういったものなのか？　自分が見
て感じてきたことを阿賀野市の子どもたちに伝
えたいです。また、日米間のかけはしとして、
自分にできることをどんどんチャレンジしたい
です。

Q ズバリ現在の心境は？

不安でいっぱいです。でも、向こうに行って
からの楽しみもあるんです。都市をまわりなが
ら、世界中の友達を作り、いろんなことを吸収
しながら日本を紹介すること。私の行く場所は
メキシコに近いアリゾナ州なんですが、インデ
ィアン系ホッピ族と交流するのも楽しみなんで
す・・・。

一まわりも二まわりも大きくなって帰ってき
てください！　ありがとうございました。

変わらない人間の生に感動
◇活動内容
平安時代の藤原全盛期の作品、紫式部の『源氏物語』を鑑賞す

る会です。
以前、小中学校で教鞭をとっていた姉崎虎夫先生が、ユーモア

を交えた解説で源氏物語の魅力や、物語に登場する女性たちの性
格、そして紫式部の才能のすばらしさを教えてくれます。
解説の後に大きな声を出して全員で朗読。馴染みのない言葉づ

かいに時折舌を噛みそうになりますが、物語の世界に入っている
会員たちは、すっかり平安時代へタイムスリップ。
千年の時を経ても色あせない大作に毎回魅せられています。

◇もっと教えて！
この雰囲気のまま食事・お茶会へ。会員の大半は女性で、や

はり光源氏に関わった女性たちに興味津々。自分自身と重ね合
わせて思い思いの源氏ワールドにふけっています。
途中入会される方でも先生があらすじをかいつまんで教えて

くれるので、安心しておいでください。

◇代　表　村山アイ（中央町）
活動日：毎月第3水曜日　午前9時30分～午前11時30分
場　所：水原福祉会館研修室
連絡先：村山アイ !62－0074

男女共同参画社会研修会（7月23日）
講師・大河内芳子氏

源氏物語を読む会

市
で
は
、
男
女
が
お
互
い
を
認

め
合
い
、
「
自
分
ら
し
さ
」
を
発

揮
し
、
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
目
指
し
、
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
細
な
内
容
は
、
各
実
施
機
関

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

推
進
係
（

!
６
２
｜
２
５
１
０

内
線
２
８
１
）

佐
さ

藤
と う

陽
よ う

介
す け

さん　（久保・25歳）

北見　志保さん P.N かかしさん
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地
元
住
民
に
聞
い
た 

と
　 
こ 
　
ろ 

私
の
住
む
地
域 

●
『
水
』
と
共
に
歩
む

渡
場
は
市
の
南
端
に
位
置
す
る
、

阿
賀
野
川
沿
い
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

阿
賀
野
川
の
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

約
２
７
０
年
前
、
豊
栄
市
の
岡
方

組
は
阿
賀
野
川
か
ら
水
を
取
り
、
そ

の
お
礼
に
越
米
（
年
貢
）
を
五
十
五

石
納
め
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
発
田
藩
主
溝
口
家
か
ら
も

越
米
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
渡
場

集
落
は
昔
、
畑
作
や
養
蚕
が
盛
ん
で

稲
作
が
な
か
っ
た
の
で
、
米
は
集
落

民
に
と
っ
て
ま
さ
に
水
か
ら
の
恵
み

で
し
た
。
今
の
よ
う
な
稲
作
に
変
わ

っ
た
の
は
終
戦
後
の
こ
と
で
す
。

大
正
二
年
に
は
水
害
が
発
生
し
、

馬
下
橋
が
流
失
し
ま
し
た
。
そ
の
際

新
し
い
橋
『
安
田
橋
』（
木
橋
）
が
渡

場
に
架
橋
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
の
上

を
通
る
県
道
安
田
―
村
松
線
は
新
発

田
十
六
連
隊
の
陸
軍
第
三
大
隊
が
大

日
原
の
演
習
場
へ
行
き
来
す
る
大
事

な
交
通
の
要
衝
で
、
鉄
砲
を
担
い
だ

兵
士
が
よ
く
歩
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

木
橋
が
傷
ん
で
通
行
止
め
に
な
れ
ば
、

地
名
の
ご
と
く
「
渡
し
場
」
と
な
り
、

県
営
の
渡
船
場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
三
年
の
大
水

害
で
『
安
田
橋
』
が
流
失
し
、
再
度

『
安
田
橋
』
の
架
橋
を
請
願
し
ま
し
た

が
、
そ
の
努
力
は
実
ら
ず
、
下
流
の

新
保
地
先
に
『
永
久
橋
』
が
架
橋
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
は
水
原
町
外
水

道
企
業
団
の
水
源
取
水
地
と
な
り
、

こ
こ
で
取
水
さ
れ
た
水
は
全
て
大
室

山
の
浄
水
場
へ
送
水
さ
れ
、
今
日
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
届
け
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

そ
の
他
、
旧
安
田
町
上
水
道
の
水

源
取
水
地
、
県
営
工
業
団
地
の
水
源

取
水
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落

下
水
道
の
設
置
は
旧
安
田
町
の
第
一

号
で
先
鞭
を
つ
け
ま
し
た
。
自
慢
の

一
つ
で
す
。
即
99
％
の
家
庭
が
下
水

道
に
加
入
し
ま
し
た
。
集
落
の
脇
を

流
れ
る
阿
賀
野
川
は
こ
れ
か
ら
も
渡

場
に
と
っ
て
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
存
在
で
す
。

●
阿
賀
野
川
を
舞
台
に
釣
り
大
会
！

阿
賀
野
川
で
は
鮎
や
鯉
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
魚
が
捕
れ
る
の
で
、
釣
り
人

が
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。
平
成
七
年

か
ら
毎
年
阿
賀
野
川
を
舞
台
に
ア
ユ

バ
ト
ル
大
会
（
釣
り
大
会
）
が
行
わ

れ
て
お
り
、
時
期
に
な
る
と
大
変
賑

や
か
に
な
り
ま
す
。
集
落
で
は
こ
れ

と
い
っ
て
大
き
な
行
事
が
な
い
の
で
、

こ
の
よ
う
な
大
会
が
地
元
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

（
取
材
協
力
＝
釣
巻
秀
さ
ん
、
五
十
嵐

長
衛
さ
ん
）

R290

R460

R49

新津市 

横越町 

新発田市 豊栄市 

三川村 

五泉市 

渡　場 

●
今
月
は

渡
わ
た
り

場ば

で
す

●

■世帯数 ３６　
■人　口 １３３
（8月1日現在）

安田支所から市営バス
安田地域循環線で約8分
(釣巻工業前下車)

八
月
十
五
日
は
、
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
が
、
日

本
武
道
館
で
は
今
年
も
「
全
国
戦
没
者

追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
た
ま
た
ま
在
宅
し
て
お
り
ま

し
た
私
は
、
テ
レ
ビ
の
前
で
「
無
念
の

死
を
遂
げ
ら
れ
た
三
百
万
人
を
超
え
る

犠
牲
者
の
御
霊
に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
る
と
同
時
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
体
験
し
た
者
と
し
て
、
二
度
と
こ
の

過
ち
を
繰
り
返
し
ま
せ

ん
」
と
、
平
和
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
俗
に
言

う
戦
中
派
に
属
す
る
私
た

ち
は
支
那
事
変
の
始
ま
っ

た
昭
和
十
二
年
頃
は
旧
制

中
学
校
の
三
年
生
で
、
軍

人
か
大
陸
雄
飛
が
夢
で
し
た
。
た
ま
た

ま
卒
業
の
年
に
満
州
国
政
府
の
委
託
学

生
募
集
の
案
内
が
目
に
と
ま
り
、
旅
順

工
科
大
学
附
属
臨
時
技
術
員
養
成
所
鉱

山
科
に
入
学
。
卒
業
と
同
時
に
新
京
特

別
市
に
本
社
の
あ
る
満
州
鉱
業
開
発
株

式
会
社
鉱
産
資
源
調
査
所
特
殊
調
査
課

に
配
属
さ
れ
た
の
が
昭
和
十
五
年
三
月

末
で
あ
り
ま
し
た
。

業
務
は
、
出
願
さ
れ
た
新
規
鉱
山
の

調
査
と
全
満
各
地
の
地
質
調
査
で
す

が
、
在
社
五
年
間
で
、
鉱
産
資
源
で
は

マ
ン
ガ
ン
、
石
こ
う
、
芒
硝
、
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
、
石
綿
、
鉛
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
、
タ
ン
タ
リ
ウ
ム
、
ニ
オ
ビ

ユ
ウ
ム
な
ど
で
、
当
初
は
金
銀
な

ど
の
調
査
も
あ
り
ま
し
た
が
、
石

油
、
油
母
頁
岩
に
変
り
ま
し
た
。

調
査
行
も
奉
天
省
、
熱
河
省
、
哈

爾
浜
省
、
内
蒙
古
、
北
支
河
北
省

な
ど
、
「
我
わ
れ
を
招
集
す
る
よ

う
で
は
日
本
が
負
け
る
」
と
…
う

ぬ
ぼ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
が
昭
和
十
九
年

二
月
、
西
東
安
駐
屯
の

松
山
二
十
二
連
隊
に
応

召
。
甲
幹
合
格
の
た
め

沖
縄
の
原
隊
と
別
れ
て

延
吉
予
備
士
官
学
校
に

入
校
と
「
軍
隊
は
運
隊
」

の
た
と
え
通
り
米
軍
上

陸
の
た
め
原
隊
復
帰
も

叶
わ
ず
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
も
あ

わ
ず
命
を
長
ら
い
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
、
祖
国
の
興
隆
、
同は

ら

胞か
ら

の
安

泰
の
た
め
殉
ぜ
ら
れ
た
亡
き
戦
友

の
ご
遺
志
を
、
新
生
阿
賀
野
市
の

初
代
市
長
と
し
て
市
勢
の
伸
展
、

市
民
の
幸
福
の
た
め
微
力
を
さ
さ

げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
生
き
が
い
と

し
て
お
り
ま
す
。
合
掌
。

市長 
閑話 

渡場第二浄水場

「
八
月
十
五
日
」
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み 

▼
７
月
８
月
は
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
一
方
、

三
条
・
中
之
島
地
域
な
ど
で
は
豪
雨
に
よ
る
甚

大
な
災
害
が
発
生
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
雨
に
よ
る
災

害
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
賀
野
市
で

も
過
去
幾
度
か
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
若
手
職
員

を
中
心
に
７
月
中
旬
か
ら
末
ま
で
災
害
復
旧
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
台
風
が
発

生
す
る
季
節
な
り
ま
す
。
防
災
意
識
を
忘
れ
ず

に
。

▼
今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
。
ア
ツ
イ
と

い
え
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
応
援
に
も
熱
が
入

り
ま
し
た
。「
よ
し
っ
」「
い
け
っ
」
と
夜
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
声
を
張
り
上
げ
て
応
援
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
近
所
の
方
す
み
ま
せ
ん
…
。

い
よ
い
よ
さ
わ
や
か
な
秋
到
来
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
は
も
っ
て
こ
い
の
季
節
で
す
ね
。
私

も
何
か
や
り
た
い
け
れ
ど
…
。
や
っ
ぱ
り
食
欲

の
秋
に
は
勝
て
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
い
つ
も
取
材
す
る
立
場
の
私
で
す
が
、
今
回

は
高
校
生
か
ら
取
材
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
宿
題
で
社
会
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
と
い
っ
た
も
の
ら
し
い
で
す
。
「
ど
う
し
て

こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？
」
「
辛
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
」
「
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
？
」
な
ど
、
簡
単
な
よ
う
で
、
い
ざ
聞
か
れ

る
と
言
葉
に
つ
ま
り
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。

私
が
い
つ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
の
も
こ

ん
な
感
じ
な
の
か
な
ぁ
。
逆
の
立
場
に
な
っ
て

よ
う
や
く
答
え
る
難
し
さ
を
知
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
残
念
な
こ
と

に
写
真
撮
影
な
し
。
あ
ー
あ
、
せ
っ
か
く
口
紅

し
て
い
っ
た
の
に
…
。

明 
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ヒント：来月は全国から人が集まります。

◎ヨコのカギ
１ 水原のだるまはこんなカタチ。

５ 9月26日は水原保健センターでこれが聞けるよ。

６ ○○○○ジャクソン、○○○○ジョーダン。

８ 「さっきまで覚えていたのに、○○忘れて…」

10 バレーボールで、これがいいと、スパイクも打ちやすい。

11 食欲の秋、スポーツの秋、農家の人には○○○の秋。

13 うまいもんではありません。伝統や歴史ある…

◎タテのカギ
１ 秋が旬の魚。刀のような形といわれています。

２ be動詞の○○○○は、was

３ 続いて英語の問題。涼しい、冷静な、を意味する単語は？

４ 駅伝はこれがないと次のランナーにつなげません。

７ ちょっと寝ること。徹夜はこれもしない。

９ 焼き肉で、第一胃の部分をいいます。

10 習字の基本は○○、はね、はらい等々。

11 「明」を中国王朝の読みで。

12 料金を取って貸すのは「リース」、では森の小動物は？

作：博太郎

問題の答えと9月号の感想などをお書きの
上、あなたの住所・氏名・年齢・電話番号を
記入し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで9月13
日（月）までに応募してください。ペンネー
ムや匿名での掲載を希望する方は、その旨お
書きください（氏名も必ず書いてください）。
正解者の中から抽選で毎月10人に500円の

図書券をプレゼントします。
ＦＡＸ： 0250－62－0281
Eメール： kikaku@city.agano.niigata.jp

問題
AからHの言葉を並べ替えて、阿賀野市に関
係のある言葉を作ってください。

広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感
想をお待ちしています。その他、地域の話題
や珍しい出来事、自慢のイラストなど、どし
どしお寄せください。

★８月号の正解は次のとおりです。
・窓際にいる男性の髪形
・非常ランプの大きさ　・テーブルの上のヨーグルトの数
<応募総数29通　正解者27人>
★８月号の当選者
・P.N木村龍太郎さん・きた見しほさん・P.Nユズユさん
・P.N貧乏ちゃまさん・石井　トミさん・川口ヨシエさん
・鈴木　伸吾さん・P.Nネズミのチューさん・P.Nデカレンジャーさん
・佐々木治之さん

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

広
報
ク
イ
ズ
係

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2



2
0
0
4
年
9
月
号
／
N
o
.6 『れん』で～す。一緒に居るのは、いとこの「ちなっちゃん（8歳）」

と「ちさきちゃん（4歳）」だよ。二人とも「れん」といっぱい遊ん

でくれるよ。だから「れん」もお姉ちゃんたちが大スキなの。

せい の れん

清野 恋ちゃん（１歳２ヵ月）／松井町２（パパ志明さん・ママ直美さん）

家族やペットの写真に簡単な解説を書いて、広報広聴係までお送りください。写真はお返しします。

平
成
16
年
９
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
／
阿
賀
野
市
役
所

企
画
政
策
課
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スマイルキッズ 

【人の動き】 人口 48,736人 (－45) 男 23,565人 (－22) 女 25,171人 (－23) 世帯数 13,328 (－8)

平成16年8月１日現在（ ）は前月比 （出生29人・死亡42人・転入59人・転出91人）

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

わたし、『ヒップ』ってい
うの。お尻をフリフリ振って
歩くから『ヒップ』よ。
去年の4月ごろ、ご主人様

の曾孫さんが私をホームセン
ターで買ってくれたの。その
時はもう1羽いたんだけど、
タヌキに連れていかれて私ひ
とりになっちゃった。そんな
私をかわいそうに思って、ご
主人様は新しい仲間を連れて
きてくれたの。それがハニー
とハッピーよ。昼間は3羽で
仲良くお池で遊んで、夜は烏
骨鶏の夫婦から部屋を間借り
して寝ているの。
おいしいごはんを食べさせ

てくれるご主人様に私は毎日
卵を1個プレゼントするの。
私は食べたことないけど、た
ぶんおいしいわ。

石黒清枝さん（山崎）宅のアヒル
『ヒップ』ちゃんでした。(右)

8月16日、駒林のお祭り会場でハッピ姿の
ワンちゃんを発見！
「ボク、けっこうイケてるでしょ！」

相馬奈月さん (駒林4) のクゥちゃんでした。

瓢湖大花火大会の準備風景です。｢関係者以外
立入禁止｣のところ無理言ってお邪魔しました。
ほらっ、この筒に入れようとしているのが尺玉で
すよ。皆さん見ましたか？　きれいでしたよね～。
裏方さんはこの日（前日）瓢湖で番をし、翌日夜
空に大輪の花を咲かせました。


